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・
ご
み
の
量
が
多
い
場
合
、

収
集
時
間
に
遅
れ
が
で
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

・
年
末
年
始
の
ご

み
収
集
を
行
わ

な
い
期
間
中
に
、

月
１
回
収
集
し

て
い
る
不
燃
ご

み
、
古
紙
の
収
集
日
が
あ

た
る
自
治
会
は
、
表
１
の

と
お
り
収
集
日
を
変
更
し

て
収
集
し
ま
す
。

・
大
掃
除
な
ど
で
大
量
に
ご

み
が
出
る
場
合
は
、
施
設

に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
受
入
先
と
受
入
日
時

は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　
10
月
12
日
㈭
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
可
燃
ガ

ス
が
残
っ
た
ま
ま
の
ス
プ
レ
ー

缶
が
原
因
で
火
災
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
可
燃
ガ
ス
が
缶
に

残
っ
た
ま
ま
ご
み
と
し
て
捨
て

ら
れ
る
と
、
ご
み
収
集
車
や
ご

み
処
理
施
設
で
圧
縮
さ
れ
た
際

に
ガ
ス
が
漏
れ
出
し
、
こ
の
ガ

ス
に
金
属
同
士
の
接
触
で
生
じ

た
火
花
が
引
火
す
る
と
、
ご
み

が
燃
え
上
が
る
火
災
事
故
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
全
国

的
に
も
同
様
な
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　
安
定
し
た
ご
み
処
理
の
た
め

に
、
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ…

使
い
切
っ
た
後
、
完

全
に
ガ
ス
を
抜
く
た
め
に
穴

を
空
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー…

ガ
ス

を
完
全
に
抜
い
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

お問い合わせ先　環境課：TEL（21）5152 お問い合わせ先　廃棄物対策課：TEL（21）5138

「
絶
景
に
踊
る
湯
滝
口
」
長
谷
川  

一
夫
氏
（
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
）奥日光清流清湖フォトコンテスト2016【日光市長特別賞】

湯
西
川
地
区
セ
ン
タ
ー
に

非
常
時
用
分
散
電
源
シ
ス
テ
ム
を
構
築
!!

　近年、集中豪雨や大雪をはじめとする自然災害が多発しており、系
統電力（電線からの電気の供給）に依存しない、自立・分散型の電源

システムを構築することが課題となっています。
　そこで市では、環境にやさしく、災害に強い地域づくりを目的に、湯西川地区の防災拠点施設「湯
西川地区センター」に、非常時用分散電源システムを整備しました。

　非常時用分散電源システムは、①太陽光発電システム、②急速充電
機能付蓄電システム、③電気自動車で構成されています。平常時は太

陽光発電による電力をセンターで使用する他、蓄電システム・電気自動車に供給します。蓄電システ
ムに貯めたられた電力は主に夜間電力として、電気自動車はスクールバスやイベント時の電源車等
として活用しています。
　一方、災害による停電時には、太陽光発電による電力をセンターで使用する他、電気自動車に充
電し、電気自動車を「動く蓄電池」として、地域に非常用電源を供給します。
　現在、非常時用分散電源システムの最適な運用方法などの検証をおこなっています。今後は、検
証結果を踏まえ、他の防災拠点施設への導入を検討します。

　今年度から、災害に強いまちづくりと地球温暖化の防止を目的
に、次世代自動車（EV・PHV）及び住宅用蓄電システムの補助制
度を創設しました。ぜひ補助制度をご活用いただき、災害に強い
まちづくりを推進していきましょう。くわしくはHPをご覧ください。

次世代自動車・住宅用蓄電システム補助金

系統電力

湯西川地区センター

整備の背景・目的1

整備概要・活用方法2

湯西川地区

年
末
年
始
、ご
み
収
集
及
び
受
け
入
れ
の
お
知
ら
せ
！

年末年始のごみ収集

年末 12月30日㈯まで
年始 １月４日㈭から
(12月31日～１月３日まで休業)

〈
表
１
〉

〈
表
２
〉

自　治　会　名

受　入　先 受　入　日　時

種別 変更前 変更後

今
　
市

足 

尾

藤 

原

栗 

山

地
域

朝日町、川原町、大谷向町、材木町、瀬尾、松原町、
サンヒルズ瀬尾

小佐越、朝日ヶ丘、城の内、柄倉、太陽ファミリー
ランド、高徳

清原町、清原町２丁目、七本桜、塩野室町、芝河原、
内野萱場、和田、矢野口、沢又、嘉多蔵、沓掛、
小林１区、小林２区、小林３区、小林４区

大渡、町谷、轟、芹沼

清原町、清原町２丁目、高畑、高百、小百

室瀬、土沢、木和田島、八日市、栃ノ木平

神子内、野路又、渡良瀬、掛水

赤倉、南橋、上間藤、上の平、下間藤、田元

湯西川上、今淵、石上、西川、湯平、川戸、仲内

若間、上栗山、黒部、土呂部、青柳平、日蔭、日向

不燃
ごみ

不燃
ごみ

古紙

古紙

古紙

古紙

１月１日㈪ １月11日㈭

１月２日㈫ １月12日㈮

１月３日㈬ １月12日㈮

１月２日㈫ １月５日㈮

１月３日㈬ １月８日㈪

１月１日㈪ １月４日㈭

１月２日㈫ １月５日㈮

１月３日㈬ １月13日㈯

１月３日㈬ 12月28日㈭

１月２日㈫ １月12日㈮

年
末
年
始
の

　
　ご
み
受
け
入
れ

クリーンセンター
（可燃）

(℡２２－７７６２)

12月30日㈯まで：午前９時～午後４時30分
12月31日㈰：午前９時～正午
　※31日㈰正午～１月３日㈬は休業

12月28日㈭まで：午前９時～午後４時30分
　※29日㈮～１月３日㈬は休業

リサイクルセンター
（不燃・資源・粗大）
(℡２１－７２２１)

ス
プ
レ
ー
缶
等
の

出
し
方
に
注
意
!!

①太陽光発電
　システム

②急速充電機能付蓄電システム ③電気自動車（動く蓄電池）

非常時用分散電源システムのイメージ 平常時 災害時 矢印は電気の流れを
表しています。（　　　　  ）

※本システムの整備にあたっては、環境省「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（防災減災・低炭素化自立分
　散型エネルギー設備等導入推進事業」を活用しています。
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本
市
の
多
様
な
環
境
資
源
の
大
切
さ
を
訴
え
、
保
全
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
な
ど
を
表
現
し
た
標
語
を
、
環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
市
内
の
中
学
生
に
募
集

し
ま
し
た
。
多
数
の
力
作
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
の
作
品
も
、
心
に

留
め
て
お
き
た
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

◎
最
優
秀
賞

　
今
市
中
学
校
１
年
　
福
田
　
夢
女

 

守
り
た
い
　
大
地
の
恵
み
　
こ
の
先
も

○
優
秀
賞

　
大
沢
中
学
校
３
年
　
中
越
　
悠
爾

 

故
郷
の
世
界
遺
産
の
山
々
を
　
い
つ
い
つ
ま
で
も
守
り
ぬ
く

○
優
秀
賞

　
落
合
中
学
校 

２
年
　
髙
村
　
夢
叶

 

先
人
の
育
て
上
げ
て
き
た
大
自
然
　
守
っ
て
い
こ
う
僕
た
ち
の
手
で

○
優
秀
賞

　
今
市
中
学
校
３
年
　
福
田
　
心
愛

 

「
こ
れ
く
ら
い
」
　
あ
な
た
の
心
も
　
自
然
を
壊
す

○
優
秀
賞

　
今
市
中
学
校
３
年
　
簗
瀬
　
颯
人

 

緑
の
町
　
繋
い
で
き
た
の
は
先
人
が
　
繋
い
で
い
く
の
は
私
か
ら

○
優
秀
賞

　
今
市
中
学
校
１
年
　
福
田
　
柊
香

 

ゴ
ミ
の
な
い
　
キ
レ
イ
な
街
で
　
お
も
て
な
し

平
成
29
年
度
日
光
市
自
然
環
境
保
全
及
び

環
境
美
化
に
関
す
る
標
語
入
選
者

平成29年度

にっこう夏の“うちエコ” コンテスト
結 果 発 表 ！

　家庭における地球温暖化対策を推進するためのきっかけづくりとして、節電対策を競う「にっこう夏の
“うちエコ”コンテスト」を実施しました。各ご家庭で取り組んだ結果、電気量の削減に効果がありました。

◎取組結果　参加総数　28世帯68人

◎具体的な取組み

削減部門（昨年比の電気使用量削減率）
順位

1

2

3

削減率

20.01

18.63

17.18

参　加　者

高徳在住２人家族

森友在住２人家族

土沢在住３人家族

平均削減率　2.12％

エコライフ部門（一人当たり１日の電気使用量）
順位

1

2

3

使用量

1.50

1.65

1.68

参　加　者

土沢在住４人家族

倉ヶ崎新田在住２人家族

土沢在住２人家族

平均使用電気量　3.14kwh

［機器の使用方法の見直し］
・待機電力がかかっているところを見直し、できる
ものはこまめに消すようにしました。
・エアコンをつける部屋を１か所にした。
［省エネ製品］
・照明をＬＥＤにかえた。
・家電を省エネ製品にかえた。

［ライフスタイルの見直し］
・電気のスイッチのところに「節電」シールをはっ
て、家族全員で節電に取り組んでいくことにした。
家族の意識が変わった。

・夜は早く寝て、早起きをし、明かりをつける時間
を節約した。

野外でのごみ焼却（野焼き）は法律で禁止されています！
　野焼きは、ごみの完全焼却ができないため、発がん性有害物質 ダイオキシン類を発生
させる原因となります。
　ごみは野焼きせず、市の指定する「ごみの分け方と出し方」により適正
処理をお願いします。
　※違反した場合は「5年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金又は
これの併科」に処せられます。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第25条）

農
家
の

方
へ

病
害
虫
防
除
を
目
的
と
す
る
あ
ぜ
道
等

の
枯
れ
草
焼
却
は
、
焼
却
禁
止
規
定
の

例
外
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
田
で
発
生
す
る
病
害
虫
に
つ
い
て
は
、

抵
抗
性
品
種
の
作
付
、
育
苗
箱
へ
の
薬

剤
施
用
、
草
刈
り
、
秋
耕
等
の
防
除
方

法
を
、
１
年
を
通
し
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生

を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

営
農
上
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

焼
却
を
行
う
場
合

☆
法
律
で
は
軽
微
な
焼
却
は
例
外
と
し
て
い
ま
す
が
、
周
辺

住
民
か
ら
の
苦
情
が
起
こ
る
場
合
に
は
、
直
ち
に

中
止
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
焼
却
を
行
う
場
合
、
事
故
防
止
の
た
め
個
人
で
は
な
く

組
織
や
団
体
で
の
共
同
作
業
と
し
て
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
消
防
署
へ
「
火
災
と
紛
ら
わ
し

い
煙
又
は
火
災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の

届
出
」
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

消
防
署
へ
の
届
出
は
、
火
災
予
防
上
、
焼
却
行
為
を
事
前

に
確
認
す
る
た
め
に
届
出
を
す
る
も
の

で
す
。「
廃
棄
物
処
理
法
」
の
焼

却
行
為
の
許
可
を
得
た
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

湧
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　
日
光
市
に
は
た
く
さ
ん
の
湧
水
が
あ
り
、
昔
か
ら
自
然
の
恵
み
と
し
て

大
切
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
今
市
地
域
は
、
日
光
連
山
を
源
に
す

る
扇
状
地
で
あ
る
た
め
多
く
の
湧
水
地
が
あ
り
、
様
々
な
生
き
も
の
を
育

み
人
々
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
扇
状
地
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
現
在
28
名
の
湧
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
湧
水
地
の
調
査
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

　
豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
水
と
の
共
存
に
つ
い
て
考
え
、
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
内
容
：
湧
水
地
調
査
（
水
温
・
湧
出
量
・
動
植
物
観
察
な
ど
を
年

４
回
）、
研
修
会
、
交
流
会

●
募
集
対
象
：
湧
水
に
興
味
が
あ
る
健
康
な
方
で
自
動
車
を
保
有
し
運
転

で
き
る
方

●
申
込
み
：
環
境
課
へ
電
話
申
込
み

※これからも無理のない範囲で節電に取り組みましょう！

●
お
問
い
合
わ
せ
先
／
農
林
課
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
21
）５
１
７
１

８月21日に実施した調査の様子

木漏れ日を浴びて輝く湧出地点
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選
者

平成29年度

にっこう夏の“うちエコ” コンテスト
結 果 発 表 ！

　家庭における地球温暖化対策を推進するためのきっかけづくりとして、節電対策を競う「にっこう夏の
“うちエコ”コンテスト」を実施しました。各ご家庭で取り組んだ結果、電気量の削減に効果がありました。

◎取組結果　参加総数　28世帯68人

◎具体的な取組み

削減部門（昨年比の電気使用量削減率）
順位

1

2

3

削減率

20.01

18.63

17.18

参　加　者

高徳在住２人家族

森友在住２人家族

土沢在住３人家族

平均削減率　2.12％

エコライフ部門（一人当たり１日の電気使用量）
順位

1

2

3

使用量

1.50

1.65

1.68

参　加　者

土沢在住４人家族

倉ヶ崎新田在住２人家族

土沢在住２人家族

平均使用電気量　3.14kwh

［機器の使用方法の見直し］
・待機電力がかかっているところを見直し、できる
ものはこまめに消すようにしました。
・エアコンをつける部屋を１か所にした。
［省エネ製品］
・照明をＬＥＤにかえた。
・家電を省エネ製品にかえた。

［ライフスタイルの見直し］
・電気のスイッチのところに「節電」シールをはっ
て、家族全員で節電に取り組んでいくことにした。
家族の意識が変わった。
・夜は早く寝て、早起きをし、明かりをつける時間
を節約した。

野外でのごみ焼却（野焼き）は法律で禁止されています！
　野焼きは、ごみの完全焼却ができないため、発がん性有害物質 ダイオキシン類を発生
させる原因となります。
　ごみは野焼きせず、市の指定する「ごみの分け方と出し方」により適正
処理をお願いします。
　※違反した場合は「5年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金又は
これの併科」に処せられます。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第25条）

農
家
の

方
へ

病
害
虫
防
除
を
目
的
と
す
る
あ
ぜ
道
等

の
枯
れ
草
焼
却
は
、
焼
却
禁
止
規
定
の

例
外
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
田
で
発
生
す
る
病
害
虫
に
つ
い
て
は
、

抵
抗
性
品
種
の
作
付
、
育
苗
箱
へ
の
薬

剤
施
用
、
草
刈
り
、
秋
耕
等
の
防
除
方

法
を
、
１
年
を
通
し
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生

を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

営
農
上
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

焼
却
を
行
う
場
合

☆
法
律
で
は
軽
微
な
焼
却
は
例
外
と
し
て
い
ま
す
が
、
周
辺

住
民
か
ら
の
苦
情
が
起
こ
る
場
合
に
は
、
直
ち
に

中
止
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
焼
却
を
行
う
場
合
、
事
故
防
止
の
た
め
個
人
で
は
な
く

組
織
や
団
体
で
の
共
同
作
業
と
し
て
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
消
防
署
へ
「
火
災
と
紛
ら
わ
し

い
煙
又
は
火
災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の

届
出
」
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

消
防
署
へ
の
届
出
は
、
火
災
予
防
上
、
焼
却
行
為
を
事
前

に
確
認
す
る
た
め
に
届
出
を
す
る
も
の

で
す
。「
廃
棄
物
処
理
法
」
の
焼

却
行
為
の
許
可
を
得
た
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

湧
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　
日
光
市
に
は
た
く
さ
ん
の
湧
水
が
あ
り
、
昔
か
ら
自
然
の
恵
み
と
し
て

大
切
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
今
市
地
域
は
、
日
光
連
山
を
源
に
す

る
扇
状
地
で
あ
る
た
め
多
く
の
湧
水
地
が
あ
り
、
様
々
な
生
き
も
の
を
育

み
人
々
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
扇
状
地
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
現
在
28
名
の
湧
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
湧
水
地
の
調
査
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

　
豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
水
と
の
共
存
に
つ
い
て
考
え
、
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
内
容
：
湧
水
地
調
査
（
水
温
・
湧
出
量
・
動
植
物
観
察
な
ど
を
年

４
回
）、
研
修
会
、
交
流
会

●
募
集
対
象
：
湧
水
に
興
味
が
あ
る
健
康
な
方
で
自
動
車
を
保
有
し
運
転

で
き
る
方

●
申
込
み
：
環
境
課
へ
電
話
申
込
み

※これからも無理のない範囲で節電に取り組みましょう！

●
お
問
い
合
わ
せ
先
／
農
林
課
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
21
）５
１
７
１

８月21日に実施した調査の様子

木漏れ日を浴びて輝く湧出地点
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・
ご
み
の
量
が
多
い
場
合
、

収
集
時
間
に
遅
れ
が
で
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

・
年
末
年
始
の
ご

み
収
集
を
行
わ

な
い
期
間
中
に
、

月
１
回
収
集
し

て
い
る
不
燃
ご

み
、
古
紙
の
収
集
日
が
あ

た
る
自
治
会
は
、
表
１
の

と
お
り
収
集
日
を
変
更
し

て
収
集
し
ま
す
。

・
大
掃
除
な
ど
で
大
量
に
ご

み
が
出
る
場
合
は
、
施
設

に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
受
入
先
と
受
入
日
時

は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　
10
月
12
日
㈭
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
可
燃
ガ

ス
が
残
っ
た
ま
ま
の
ス
プ
レ
ー

缶
が
原
因
で
火
災
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
可
燃
ガ
ス
が
缶
に

残
っ
た
ま
ま
ご
み
と
し
て
捨
て

ら
れ
る
と
、
ご
み
収
集
車
や
ご

み
処
理
施
設
で
圧
縮
さ
れ
た
際

に
ガ
ス
が
漏
れ
出
し
、
こ
の
ガ

ス
に
金
属
同
士
の
接
触
で
生
じ

た
火
花
が
引
火
す
る
と
、
ご
み

が
燃
え
上
が
る
火
災
事
故
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
全
国

的
に
も
同
様
な
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　
安
定
し
た
ご
み
処
理
の
た
め

に
、
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

○
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ…

使
い
切
っ
た
後
、
完

全
に
ガ
ス
を
抜
く
た
め
に
穴

を
空
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー…

ガ
ス

を
完
全
に
抜
い
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

お問い合わせ先　環境課：TEL（21）5152 お問い合わせ先　廃棄物対策課：TEL（21）5138

「
絶
景
に
踊
る
湯
滝
口
」
長
谷
川  

一
夫
氏
（
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
）奥日光清流清湖フォトコンテスト2016【日光市長特別賞】

湯
西
川
地
区
セ
ン
タ
ー
に

非
常
時
用
分
散
電
源
シ
ス
テ
ム
を
構
築
!!

　近年、集中豪雨や大雪をはじめとする自然災害が多発しており、系
統電力（電線からの電気の供給）に依存しない、自立・分散型の電源

システムを構築することが課題となっています。
　そこで市では、環境にやさしく、災害に強い地域づくりを目的に、湯西川地区の防災拠点施設「湯
西川地区センター」に、非常時用分散電源システムを整備しました。

　非常時用分散電源システムは、①太陽光発電システム、②急速充電
機能付蓄電システム、③電気自動車で構成されています。平常時は太

陽光発電による電力をセンターで使用する他、蓄電システム・電気自動車に供給します。蓄電システ
ムに貯めたられた電力は主に夜間電力として、電気自動車はスクールバスやイベント時の電源車等
として活用しています。
　一方、災害による停電時には、太陽光発電による電力をセンターで使用する他、電気自動車に充
電し、電気自動車を「動く蓄電池」として、地域に非常用電源を供給します。
　現在、非常時用分散電源システムの最適な運用方法などの検証をおこなっています。今後は、検
証結果を踏まえ、他の防災拠点施設への導入を検討します。

　今年度から、災害に強いまちづくりと地球温暖化の防止を目的
に、次世代自動車（EV・PHV）及び住宅用蓄電システムの補助制
度を創設しました。ぜひ補助制度をご活用いただき、災害に強い
まちづくりを推進していきましょう。くわしくはHPをご覧ください。

次世代自動車・住宅用蓄電システム補助金

系統電力

湯西川地区センター

整備の背景・目的1

整備概要・活用方法2

湯西川地区

年
末
年
始
、ご
み
収
集
及
び
受
け
入
れ
の
お
知
ら
せ
！

年末年始のごみ収集

年末 12月30日㈯まで
年始 １月４日㈭から
(12月31日～１月３日まで休業)

〈
表
１
〉

〈
表
２
〉

自　治　会　名

受　入　先 受　入　日　時

種別 変更前 変更後

今
　
市

足 

尾

藤 

原

栗 

山

地
域

朝日町、川原町、大谷向町、材木町、瀬尾、松原町、
サンヒルズ瀬尾

小佐越、朝日ヶ丘、城の内、柄倉、太陽ファミリー
ランド、高徳

清原町、清原町２丁目、七本桜、塩野室町、芝河原、
内野萱場、和田、矢野口、沢又、嘉多蔵、沓掛、
小林１区、小林２区、小林３区、小林４区

大渡、町谷、轟、芹沼

清原町、清原町２丁目、高畑、高百、小百

室瀬、土沢、木和田島、八日市、栃ノ木平

神子内、野路又、渡良瀬、掛水

赤倉、南橋、上間藤、上の平、下間藤、田元

湯西川上、今淵、石上、西川、湯平、川戸、仲内

若間、上栗山、黒部、土呂部、青柳平、日蔭、日向

不燃
ごみ

不燃
ごみ

古紙

古紙

古紙

古紙

１月１日㈪ １月11日㈭

１月２日㈫ １月12日㈮

１月３日㈬ １月12日㈮

１月２日㈫ １月５日㈮

１月３日㈬ １月８日㈪

１月１日㈪ １月４日㈭

１月２日㈫ １月５日㈮

１月３日㈬ １月13日㈯

１月３日㈬ 12月28日㈭

１月２日㈫ １月12日㈮

年
末
年
始
の

　
　ご
み
受
け
入
れ

クリーンセンター
（可燃）

(℡２２－７７６２)

12月30日㈯まで：午前９時～午後４時30分
12月31日㈰：午前９時～正午
　※31日㈰正午～１月３日㈬は休業

12月28日㈭まで：午前９時～午後４時30分
　※29日㈮～１月３日㈬は休業

リサイクルセンター
（不燃・資源・粗大）
(℡２１－７２２１)

ス
プ
レ
ー
缶
等
の

出
し
方
に
注
意
!!

①太陽光発電
　システム

②急速充電機能付蓄電システム ③電気自動車（動く蓄電池）

非常時用分散電源システムのイメージ 平常時 災害時 矢印は電気の流れを
表しています。（　　　　  ）

※本システムの整備にあたっては、環境省「二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（防災減災・低炭素化自立分
　散型エネルギー設備等導入推進事業」を活用しています。


